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美術館概要 

 浜松市美術館は、１９７１（昭和４６）年７月に市制６０周年を記念し、静岡県内初

の公立美術館として浜松城公園内に開館しました。建設費のうち約１／３が市民の寄附

による市民参加の美術館です。 

 収蔵品の特色として内田コレクションを基礎とする１８～１９世紀の伝統的ガラス

絵が挙げられます。ガラス絵は、民衆的絵画（民画）の代表的なもので４８０点を所蔵

し、西洋・中国・日本と系統的に現代までの歴史をたどることができます。他に民画と

して、泥絵や「鬼の念仏」など大津絵の優品もあります。 

 また初代広重、葛飾北斎、歌川派などによる遠江ゆかりの浮世絵版画６７２点、中国・

高麗・李朝にわたる東洋陶磁、東洋の石仏・金銅仏合わせて３４１点は、民画とともに

コレクションの中心をなしています。 

 このほか北川民次や水野以文、秋野不矩、野島青茲ら静岡県出身の作家の作品、津田

青楓の晩年の書画をはじめ日本の近代絵画や２，５１４点の現代の版画なども収蔵され

ています。 

 ２０１８年（平成３０年）３月には、トラックヤード増築・全館空調システムの改修

を行ったことで天候に左右されない作品の運搬や、さらに質の高い作品の展示が可能と

なりました。 



Ⅰ 令和４年度 展覧会年間スケジュール 
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Ⅱ 展覧会事業 

１． 遠藤美香展 －ここに根をはれ－ 

種 別 企画展 

会 期 令和４年４月２２日（金）～令和４年６月１９日（日） 

休 館 日 月曜日 

主 催 浜松市 

観 覧 料 一般：６００円（４８０円） 

大学生・専門学校生・高校生：４００円（３２０円） 

２０名以上の団体：（ ）内の料金（１人あたり） 

中学生以下：無料、７０歳以上：当日料金の半額 

障害者手帳等所持者及びその介護者１名：無料 

担 当 榛葉 公作（学芸員） 

ポ 

ポスター            展示風景 

趣  旨 

開館以来継続して郷土にゆかりのある作家の調査と研究を行っている。そう

した中、本展では浜松出身の木版画家・遠藤美香の作品を紹介した。遠藤美香

は版画協会展（東京都美術館）山口源新人賞受賞や FACE 展 2016-損保ジャパン

日本興亜美術賞展（ＳＯＭＰＯ美術館）グランプリ受賞など数多くの賞に輝く

作家である。その特徴は、ペンで描かれたのではないかと疑ってしまうほどの

細密に彫られた木版画作品である。今回自身の背丈をゆうに超える大きさを２

年以上かけて制作した「みちびかれて」という作品が初お披露目した。 
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会期中のイベント 

〇「消しゴムハンコ制作講座」 

日 時：令和４年５月４日（水）、６月５日（日） 

１０時～  ※制作者が高校生以上対象講座 

１４時～  ※制作者が中学生以下対象講座 

場 所：２階講座室 

講 師：遠藤 美香    

 参加費：５００円 

定 員：各回２０名（先着順） 
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２． 版画の系譜展 

種 別 館蔵品展 

会 期 令和４年４月２２日（金）～令和４年６月１９日（日） 

休 館 日 月曜日 

主 催 浜松市 

観 覧 料 無料 

担 当 内山 智惠（学芸員） 

      展示風景 

趣  旨 

 「遠藤美香展－ここに根をはれ－」の開催を記念して、浜松市美術館所蔵品

による版画展を同時開催した。最も古い木版画の一つとされる仏教版画から、

江戸時代に流行した浮世絵、大津絵、明治時代後半に新たな価値観が登場した

創作版画、新版画、そして現代作家による多様な技法の版画までを紹介し版画

の歴史を辿りつつ、それぞれの様式や技法に注目し版画作品の魅力に迫った。 

 明治時代後半になると、自画・自刻・自摺を主張した「創作版画運動」と、

浮世絵の分業体制はそのままに画家の創造性を尊重した「新版画運動」が起き、

画家の表現が重要視され版画の芸術性が高まった。その影響を受けてここ静岡

の地でも近代版画運動が展開された。浜松市出身の伊藤孝之、土屋光逸、大城

貞夫、柳澤紀子をはじめ、中川雄太郎、栗山茂など静岡県にゆかりのある作家

を紹介して郷土に脈々と流れる版画の系譜を概観した。 
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３． ハイジ展 －あの子の足音がきこえる－ 

種 別 企画展 

会 期 令和４年７月９日（土）～令和４年９月１１日（日） 

休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日休館）ただし、８月は無休。 

主 催 浜松市、Daiichi-TV 

協 力 瑞鷹株式会社、日本ハイジ児童文学研究会 

観 覧 料 一般：１４００円（１１２０円） 

大学生・専門学校生・高校生：１０００円（８００円） 

２０名以上の団体：（ ）内の料金（１人あたり） 

中学生以下：無料、７０歳以上：当日料金の半額 

障害者手帳等所持者及びその介護者１名：無料 

担 当 島口 直弥（学芸員） 

ポスター             展示風景 

趣  旨 

本展は、浜松市美術館の完全オリジナル企画で、“ハイジ”という物語の価値

や魅力を「文学」、「アニメーション」の双方から再構築している点が特徴であ

る。はじめに、原作者シュピーリ直筆の手紙、原書や翻訳本に掲載された挿絵

やイラストの原画等を展示し、原作者シュピーリの生涯を激動の時代背景と共

に紹介した。次に、日本を含めた世界各国の「ハイジ」の翻訳や映画作品、絵

本等を通して、海外と日本での受容を比較した。そして、テレビアニメーショ

ン『アルプスの少女ハイジ』の制作者による企画や原作の解釈、映像化のため

の工夫等を、当時の制作資料（原画、レイアウト、絵コンテ、セル画、背景画

等）をもとに紹介し、アニメーション作りの仕組みを紐解いた。本展は展示品

の多くを「実物」、「制作当初の物」で構成することにこだわった展示総数 500

点を超える、まさに「本気のハイジ展」である。 
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会期中のイベント  

〇トークイベント 

「アニメハイジ制作秘話－作画監督と担当プロデューサーに聞く－」 

日 時：令和４年７月９日（土）１４：００～１５：３０ 

講 師：小田部 羊一（アニメハイジキャラクターデザイン） 

中島 順三（アニメハイジ担当プロデューサー） 

場 所：２階講座室 

聴講料：無料（要観覧料） 

定 員：４０名（先着順） 

〇講演会 

「世界のハイジ／日本のハイジ」 

日 時：令和４年７月２３日（土）１４：００～１５：３０ 

講 師：川島 隆（京都大学准教授） 

場 所：２階講座室 

聴講料：無料（要観覧料） 

定 員：４０名（先着順） 

〇ギャラリートーク 

学芸員による展示解説 

日 時：令和４年７月３０日（土）１４：００～１５：００ 

令和４年８月１３日（土）１４：００～１５：００ 

場 所：展示室 

参加費：無料（要観覧料） 

定 員：４０名（先着順） 

トークイベント      講演会        ギャラリートーク 
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４． 三方ヶ原の合戦 450 年記念 名刀 泰平を切り開く－戦国から江戸へ－ 

種 別   企画展 

会 期   令和４年１０月１５日（土）～令和４年１２月４日（日） 

休 館 日 月曜日 

主 催   浜松市、中日新聞東海本社、テレビ静岡 

協 賛   セキスイハイム東海 

観 覧 料   一般：１,４００円（１,１２０円） 

大学生・専門学校生・高校生：８００円（６４０円） 

２０名以上の団体：（ ）内の料金（１人あたり） 

中学生以下：無料、７０歳以上：当日料金の半額 

障害者手帳等所持者及びその介護者１名：無料 

担 当    増井 敦子（学芸員）、内山 智惠（学芸員） 

      ポスター         ギャラリートークの様子 

趣  旨    

元亀元年(1570)から天正 14 年(1586)の 17 年間、徳川家康は浜松

の地に居城を構え、多くの戦いに挑みながら天下統一への道を歩ん

でいった。なかでも元亀 3 年の「三方ヶ原の合戦」では、大軍を率

いて進軍する武田信玄を迎え撃ち、武田軍の圧倒的な軍勢に大敗を

喫した。合戦 450 年を記念して、戦乱を越えて泰平の世を成した武

士の魂とも言える刀と、江戸の文化を紹介した。展示構成として、

熱田神宮、日光東照宮、日光二荒山神社から神々に奉納された刀を、

刀剣博物館と佐野美術館からは将軍家ゆかりの名刀を借用して展示

した。また、浜松市美術館の館蔵品を中心に、江戸の文化を紹介し

た。

11



会期中のイベント  

○ギャラリートーク 

「熱田神宮刀剣保存会監事・森島定雄氏に聞く！やさしい日本刀の見方」 

日 時：令和４年１１月６日（日）１４：００～（３０分程度） 

令和４年１１月２０日（日）１４：００～（３０分程度） 

場 所：展示室 

講 師：森島 定雄（熱田神宮刀剣保存監事） 

参加費：無料（要観覧料） 

                 展示風景 
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５． 浜松市第７０回市展 

種 別 公募展 

会 期 令和５年２月１４日（火）～３月１５日（水）  

主 催 浜松市 

観 覧 料 無料 

担 当 市川 智久、内山 智惠 

     ポスター              展示風景 

趣  旨 

 美術の創作と鑑賞を勧め、郷土の文化・芸術の向上を図るため、広く市民か

ら作品を募集し、令和４年度第７０回市展を開催した。 

応募点数 ３０４点    入選者数 １９３点 

 絵画  １７４点     絵画  １２５点 

 彫刻   １２点     彫刻    ８点 

 書    ３５点     書    ２１点 

 工芸   １９点     工芸   １０点 

 写真   ６４点     写真   ２９点 
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《書部門》「李商隠詩」 河島彩澄

《写真部門》「ひととき。」 藤田正男

《
彫
刻
部
門
》
「
両
面
宿
儺
坐
像
」

杉
浦
康
子

浜松市 第７０回 市展 市長大賞作品 

《絵画部門》「街角のカフェ」 池田吉仁 

浜松市 第７０回 市展 大賞作品 
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Ⅲ 教育普及事業 

１． 団体鑑賞（学校や施設等の団体の利用の受け入れ） 

展覧会名 利用団体数 利用人数 

遠藤美香展・版画の系譜展 ５団体 １００人

ハイジ展 ２０団体 ３９１人

名刀展 ３団体 ９５人

 合計 ５８６人

２． ギャラリートーク（学芸員・作家等による作品解説） 

展覧会名 日程 利用人数 

遠藤美香展・版画の系譜展 ４/２９ ７人

 ５/３ １６人

ハイジ展 ７/３０ ５３人

 ８/１３ ６１人

 ９/８ 

（※川島 隆氏・ちば

かおり氏特別ＧＴ） 

６８人

名刀展 １１/６ 

（※講師：森島 定雄

氏） 

４０人

 １１/２０ 

（※講師：森島 定雄

氏） 

４６人

 合計 ２９１人

３． 講演会（作家・専門家等による講演） 

展覧会名 日程 講師 利用人数 

遠藤美香展・版画の

系譜展 

５/７ 遠藤 美香氏(出身

高校生徒限定講演) 

４２人

ハイジ展 ７/９ 小田部 羊一氏・中

島 順三氏 

４０人

 ７/２３ 川島 隆氏 ４０人

合計  １２２人

４． ワークショップ（展覧会の内容に応じた表現・鑑賞活動） 

展覧会名 日程 講師 利用人数 

遠藤美香展・版画の

系譜展 

５／４午前 遠藤 美香 １６人

 ５／４午後 遠藤 美香 １９人

 ６／５午前 遠藤 美香 １８人

 ６／５午後 遠藤 美香 ２０人

合計 ７３人
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５． 出前講座（美術館の収蔵品や展覧会等に関する講座〔※他団体等主催事

業への参加含む〕） 

項目 日程 場所・団体 講師 利用人数 

その他 ６／１６ 聖隷クリスト

ファー大学 

島口 直弥 ３０人

 ７／１４ 浜松青年会議

所 

島口 直弥 ５０人

 １１／８ 静岡大学 島口 直弥 ３０人

教員研修 １０／２７ 浜松市教育セ

ンター（初任者

研修） 

島口 直弥 

榛葉 公作 

５０人

合計 １６０人 

６． 体験活動・実習（中学生の職場体験、大学生の博物館実習、インターン

シップ等） 

項目 学校名 人数 

職場体験 静岡県立浜松西高等

学校中等部 

浜松市立雄踏中学校 

２人 

２人 

博物館実習 長岡造形大学 

京都芸術大学 

京都産業大学 

３人 

インターンシップ 常葉大学 

北海道大学 

２人

 合計 ９人
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Ⅳ 資料収集保存事業 

１． 新収蔵品 

No. 作者名 作品名 制作年 材質・形状 寸法（cm） 受入れ区分
1 遠藤美香 みちびかれて 2021 紙本・木版 274.5×562.5 寄贈
2 遠藤美香 紅葉 2018 紙本・木版 91.0×182.0 寄贈

２． 収蔵作品貸出歴 

No. 貸出作品 展覧会会場 展覧会名 展覧会開催期間

1 前田青邨「三条大橋」 岐阜県美術館
開館40周年記念　前田青邨展
究極の白、天上の碧―近代日本

画の到達点―
2022.9.30-11.13

2 中村宏「国鉄品川」
東京ステーションギャラ

リー
鉄道と美術の１５０年展 2022.10.8-2023.1.9

3
牧金之助「浜松城櫓酒井
の太鼓打場組上ゲ五枚

続」
浜松市博物館 三方ヶ原の戦いと家康伝承展 2022.10.22-12.4

4
平井顕斎「白糸瀑布真景

図」
静岡市美術館 東海道の美　駿河への旅展 2023.2.11-3.26

5

遠藤美香「芝生」
遠藤美香「浮き島」
遠藤美香「水仙」

遠藤美香「カーテン」
遠藤美香「紅葉」

クリエイト浜松
（浜松市創造都市・文化振

興課）

一版一色摺り　遠藤美香木版画
展

2023.2.28-3.12

３． 美術作品の修復 

No. 作者名 作品名
1 野島　青茲 網
2 山下　青厓 扇面　9扇

                                   山下青厓 

                                   「朝顔蜻蛉図」 

                                   山下青厓 

「梅鳥図」 

 野島青茲「網」 
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Ⅴ 館内案内
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編集・発行  浜松市美術館 

住   所  〒430-0947 

       浜松市中区松城町 100-1 

電   話  (053)454-6801 

Ｆ Ａ Ｘ  (053)454-6829 

ホームページ  http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/artmuse/index.html 

ｅ－ｍａｉｌ  art-muse@city.hamamatsu.shizuoka.jp 

ｔｗｉｔｔｅｒ  http://twitter.com/hamamatsushibi 


